
北九州市立大学ダイバーシティ推進検討会議事務局発行

ダイバーシティ推進担当副学長 寺田 由美

2022年に「北九州市立大学ダイバーシ

ティ宣言」を掲げてから、早くも3年が経ち

ました。今年度実施した認知度アンケートか

らは、この宣言に基づいた取り組みが着実に

学内に定着しつつあることが感じられ、大変

うれしく思っています。

これまで北方・ひびきの両キャンパスでは、

教職員向けの啓発研修や、ダイバーシティ週

間にあわせた障がいのある方のアート展示な

ど、多様性への理解を深める取り組みを継続

してきました。本年度も12月上旬にダイバー

シティ週間を実施予定で、北方・ひびきの

キャンパスあわせて約50点のアート作品の展

示を計画しています。現在（10月）は、学生

や教職員の皆さんを対象に、展示作品選定の

ためのアンケートを実施しているところです。

また、北方キャンパスでは福祉事業所による

パンやお菓子、雑貨の販売も予定されていま

す。多様性について知り・感じる、よい機会

になればと思います。

加えて、コロナ禍を経て、海外協定校から

の留学生の受け入れも、徐々に回復してきま

した。2025年2学期には、台湾・韓国・タ

イ・カンボジア・イギリス・アメリカ・オー

ストラリア・ドイツから、計44名の留学生を

迎えることになりました。学内でもすでに交

流が生まれており、互いの文化への理解や尊

重の気持ちが育まれているようです。こうし

た異文化交流を通じて、相互理解と相手への

尊重の心が自然と育まれることを願っていま

す。

世界を見渡すと、DEI（多様性・公正性・

包摂性）の理念に逆風が吹いている地域もあ

りますが、本学ではこれからも、DEIの考え

方を大切にしながら、多様な価値観や背景を

持つ人びとが共に学び、働き、成長できる環

境づくりを進めていきます。

2027年度には新学部が誕生し、北方・ひ

びきのキャンパスに加えて、旦過キャンパス

も開設される予定です。これに伴い、キャン

パス間の情報共有・連携の強化がいっそう重

要な課題となります。また、バリアフリーや

環境に配慮した施設整備を進め、誰もが安心

して学べる環境づくりにも力を注いでまいり

ます。

「ひとりひとりの違いを大切にし、尊重し

あえる、開かれた大学」へ。みなさんととも

に、その実現を目指していきたいと思います。

ダイバーシティ宣言から3年──共に進める包摂的な大学づくり

入試業務従事者に対する託児サービス はじめました♪

実施日時

① ２０２５年１１月３０日（日）学校推薦型・社会人特別選抜

② ２０２６年  １月１８日（日）大学入学共通テスト（２日目）

③ ２０２６年  ２月  ８日（日）外国人留学生・帰国子女学生特別選抜

※ 実施時間は、原則として全て７時３０分～１７時３０分。

対象児童: 乳幼児（生後７ケ月）から小学校６年生までの児童

利用料金: 無料（大学が負担）

北方・
ひびきの
キャンパス

＜問い合わせ先＞ 総務課 庶務係 外線：093-964-4004／E-mail：diversity@kitakyu-u.ac.jp



野見山 浩行
（学術振興課教務第二係）

 学術振興課における教務事務では、
教職員や学生との協働が不可欠です。
その中で、関わる方一人ひとりの個
性や背景を尊重する姿勢を大切にし
ています。協力員として、掲示物へ
のUDフォント使用など、取り組み
やすいところからダイバーシティ推

進に努めてまいります。

池田遥奈
(総務課 庶務係)

 総務課職員として、一人ひとりの
ライフステージや価値観を尊重し合
える職場環境づくりに努めたいと思
います。子育てや介護等の各種制度
を「使いにくいもの」ではなく「当
たり前に使えるもの」として根付か
せるためにも、教職員の多様な働き

方を後押ししていきたいです。

山本 恵
   (入試・研究支援課 研究支援係)

 研究支援係の職員として、様々な
視点や価値観を持つ学内外の方々と
関わる機会が多くあります。多様な
意見や考え方に触れることで得られ
る学びや気づきを大切にしながら、
一人ひとりが安心して学び、働ける
環境づくりに貢献できるよう、日々

の業務に取り組んでいき
たいです。

小野 雅恵
（学務課 学生係）

 ひびきのキャンパス学生係は、学
生支援を担当している部署のため、
日々、多くの学生が様々な理由で訪
れます。
学生はそれぞれ多様な背景を持って
いることを意識し、学生の声に耳を
傾け、学生が安心して相談できる環
境づくりを心掛けながら、業務に携

わっていきたいと思います。

6/24～7/16にかけて実施した「ダイバーシティ推進認知度アンケート」の結果をお知らせします。

職員180名、教員154名、学生568名から回答をいただきました。本学のダイバーシティ宣言につい

ては昨年度と比較すると、認知度が上昇傾向にあります。学生については、回答者の多くが1年生

であったこともあり、ダイバーシティ宣言や推進活動についての認知度は低い傾向にありました。

引き続き、本学におけるダイバーシティの取り組みについて周知を図っていきたいと思います。
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